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件は 3回実施し，静止した 5秒間の筋活動を測定，中央 3秒間の積分値を算出し，平均したものを代表
値とした。下腿前傾 10度および 20度において，足底挿板の有無を比較するため Wilcoxonの符号付き
順位検定を行った。有意水準は p＝0.05とした。解析には SPSS version22（IBM）を用いた。 
【結果】 
 下腿前傾 20度では，ヒラメ筋，内側腓腹筋，後脛骨筋において，足底挿板の挿入により筋活動が有
意に低下した（それぞれ p=0.046，p=0.028，p=0.043）。その他の筋では，有意差は認められなかった。
下腿前傾 10度では，すべての筋において有意差は認められなかった。 
【考察】 
 本研究の結果，下腿前傾 20度では足底挿板によりヒラメ筋，内側腓腹筋，後脛骨筋の筋活動が低下
したが，下腿前傾 10度では有意な差を認めた筋はなかった。ヒラメ筋および後脛骨筋は，脛骨過労性
骨膜炎に関与すると指摘されている。足底挿板により筋活動が低下したことは，付着部への牽引力を軽
減させることが示唆された。前傾 10度では，その肢位を保持するために必要な筋活動が少なくて済む
ため，足底挿板の影響を受けづらかったことが考えられた。※理学療法関連学会に発表を計画している。 
